


菊の会の活動 
夏季が過ぎ菊の胴伸びが、進み鉢植え状態では転倒等の設置不安定も生じます、 
又 展示会に於ける展示には高さ制限１６０ｃｍの決まりも有ります。 

そこで今回は胴切し新た形に仕上げる作業です、各自持参した作品を指導の基で作

業を行ないました。 
１１月文化展に向けての素晴らしい作品になることを願うものです。 

   
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昨年の作品の一部です 
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豆知識 

 
今年も葡萄の収穫の季節がやってきました、人気のシャインマスカットを初

め、数多くの種類と生産量とも、山梨は日本一の規模を誇っております、この

地域での葡萄の歴史は１３００年前からと言われています、時が達、先人の

方々の大変の努力に依って現在に至っています。 
 皆さん、ご存知の方も多いと思いますが「月の雫」（つきのしずく）と言う

山梨独自の和菓子が有ります、これは葡萄の粒を糖衣でくるんだものです。 
色々調べてみました。 

この和菓子の誕生は必然的ではなく偶然にできた菓子です、 
誕生については２説あり、江戸時代（享保８年）甲府にあった老舗和菓子店で

砂糖を煮ていたときに近くにあった葡萄の粒が中に落ちそれが冷えて固まり

できあがった、後にこれを甲府藩主の柳沢吉里に献上したところ、「月の雫」

の銘をいただいた。 
もう１説は、明治１０年、甲府にある和菓子店松林軒の三代目が、煮詰めてい

る砂糖の中に偶然落ちた葡萄の粒が冷え固まり、それがまるでぶどう畑に降り

注ぐ「月の雫」に見えた。 
歴史的には２００年以上前に誕生しており山梨県の銘菓として君臨している 

これに使われている葡萄は「甲州葡萄」のみ、それは、この葡萄の適度の酸

っぱさと砂糖の甘さのバランスが、よい味わいをだしているからです、そして

皮がある程度の厚みがあるので型くずれせず日持ちも保たれるからです。 
 これ造るにほとんど手作業である、粒を溶かした砂糖の中に入れ糖衣するた

め大量生産は出来ない事にある。 
また、生の葡萄を使うために季節限定、 
９月～12 月の短期となっております。 
 

 
この写真で甲州葡萄と白く丸い

のが月の雫です。 
200 年以上前の食感を味わって

みてはいかがでしょうか。 
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